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尾 崎 放 哉 



その 昔し、 豊臣 家が 亡び かけて からの 事、 和 寇と云 

ふ ものが あって 支那の 東南の 海岸 を 荒す、 其の 勢す さ 

まじく、 支那 人大に 恐れ をな して、 南 清の ある 孤島に 

高い く 見張 所 を こしら へて、 いつも その 見張 所の 上 

に 番人が 居て、 和 奴 来る や 否やと 眼 を皿大 にして 見て 

居る。 若し それ、 日の丸 だと か、 丸に ニッ 引き だと か 

丸に 十の 字 だと か、 さう 云 ふ 旗 じる し を 差 上げた 船が 

見えよう ものなら、 和寇 来る、 と 八方に 打電 (でも あ 

るまい が) した もの だと 云 ふ。 その 和 寇とは 一寸ち が 

ふが、 北朗襲 庵の 通知が 実は 一 ヶ月 以前から 己に その 

予告が あり、 殊に 最近、 北朗 自身 その 例の 名筆 を ふる 



つて 姫 路ょリ 来信して 曰く、 姫路の 展覧会 大 成功裡に 

終リ それから 跡 片付 やらなん とかかん とかして 二十 六 

日に は 正に 庵に 行くべし と、 愈和寇 襲来と 思って、 毎 

日く 待った の 待たん の。 庵のう しろの 山に 登って は 

朝来る 船、 昼 来る 船 …… 高 松から …… を 眺めて 居る が、 

日の丸の 旗処 かそん な 旗 じる し は 無い、 北朗 家の 定紋 

も 私 は 聞いて 置かなかった の だが、 一向に それらし い 

物騒な 船 は 一 つも 見えない、 只、 ブ 1- -\ と 笛 をなら 

して はい つて 来て は又ブ —- /^と 出て 行って しま ふ。 

こんな 風で 或は 一 日 や 一 一日 位 早く やって来る かも 知れ 

ぬと 心待ちにして 居た の だが、 絶望に 終り、 遂に 二十 



方 だ、 これ は 私の 病気の セィ から 来る ので も あるが、 

益 ひどくな つて 来たので、 こんな 時には 按摩さん にも 

ん でもら つて 寝た 方が よいと 思 ひ 付いて、 村の 按摩 さ 

んを 呼んで 来て、 これから 愈 もんでも らふと なった 途 

端に、 ガラ/ \ と 障子 を あけて、 ヒョコ /\ と 這 入つ 

て 来た 者 あり …… 北朗 正に 夜中に 出現せ り …… 全く こ 

れ では 和寇 以上で あり、 正に 夜中の 押し込み である 

呵々 …… 扨 愈北朗 出現 …… 処が これからが 又 頗る ダラ 

シの 無い もので、 (按摩さん は 勿論 直ちに いんで もら 

ふ) 「オイ、 何故 もっと 早く 来なかった の だい、 待った 

ぜ、 待った ぜ」、 「ゥン 船の 出る 時間が よく わからな か 



つた もんだ から」 …… これでお 終 ひ、 今迄 長たら しく 

ダラく 書いて 来た 事 は、 たった 此の 一 トロ 宛の 会話 

で それでお 終 ひとは なんと 云ふダ ラシの 無い 事 だら う。 

扨 それからの 一 幕 (之 は 井 師には 秘密) 「オイ、 これ を 

持って来た ぜ」 …… 北朗の ふところから コロ くと 上 

等な 正宗の 二 合 瓶が 出て 来る、 「ィャ さ うだらう と 思 

つて 居た 処サ、 実は あんまり 待ちくたびれて、 サ ツキ、 

ちょいと 買って 来て ちょいと やった 処 だよ」 両人 顔 を 

見合せ てァハ ヽヽヽ そして 大に声 を ひそめて 放 哉 曰く 

「コレ は 井 師には 内密 だよ、 井師を 心配させる とこの 

身 を 切られる やう だよ」、 北朗 同じく 声 を 低く して r ソ 



ヲト モナ、 く」 …… 之で 第一 幕 終り。 

扨北朗 昼間 来て くれる と 犬に 都合が よかった の だが、 

今 は 夜、 と 云 ふの は 庵に は 布団 無し 喰べ もの は 焼キ来 

とお 粥ば かりだから、 於 茲放哉 嬉し まぎれに 病 軀を引 

つ さげて、 前の 石屋 さ ん の 亭主 にたの み 込み 布団 を 借 

りて 来ても らふ 様に 交渉して まづ 之で 一 方 は 一 安心、 

扨 扨 喰べ 物 …… 此の 時北朗 「ヮシ は パン を 持って来た 

よ」、 よしく 之で ま づ片っ 方 も 安心、 北朗又 曰く r 処 

でね 放 哉、 わし は 五日 間 庵に とまるよ」 愈 出で ゝ愈彼 

は 芸術家な るかな、 「とまるの は 何日で も かま はぬ が、 

ィャに 落 付いた ネ、 第一 妻 君が 待つ とる ぢ やない か」、 



「さう かく」、 之より 両人 あれこれと 積る 話 を 交した 

後、 まだ 夜中と 云 ふわけ でも 無い の だから、 これから 

西 光寺さん と 井上 家と を 訪問して、 放 哉が お世話にな 

つ て 居る 御礼 を 北朗に 申しても らふ 事と 話しが きま つ 

て 二人で 夜中に 出かける。 「西 光寺 サンて どんな 人 だ 

い」、 「それ は、 とても、 ェ ライ 坊さん だよ、 マァ あつ 

て 見 給へ」 …… 之 は 後日 話し なれ 共北朗 出発す る 時日 

く、 西 光寺の 和尚さん はェ ライ 人 だな あ メッタ に 見た 

事が 無い 云々 …… これから 西 光寺さん と、 井上 家と を 

訪問して 二 二君 上阪 中に て 留守) 帰って 庵で 寝る、 

此の間に 西 光寺さん から 北朗 のために 上等の 布団が 持 



つて 来て あつたので、 北朗 全く ホク ホク 物で その 布団 

のなかに はいって 寝た。 …… 今夜の 庵の 賑 かなこと か 

な、 但之も 亦 五日 後に は モトの 静寂の 庵に 帰らな けれ 

ばなら ない、 ィャ そんな 事 思 ふまい 思 ふまい。 

日日 是好 日の 害で は 無い か、 …… 放 哉 も いつしか 寝 

込んで しま ふ。 扨 これから 北朗 五日 庵に 居た の だけれ 

共、 今 書かう と 思っても 書く ことが 無い、 不思議な こ 

とだが、 なんにも 無い やうな 気がする、 マト マッタ 事 

がなん にも 無い、 只 馬鹿な 顔 をして、 二人で ゴタ く 

して ニコ/ \ して 居た ものと 見える、 第一、 放 哉 も 北 

朗も、 ソレ程 意気込んで 居た 句が 一句 も 出来なん だ こ 



沢 だな あ …… と 云 ふこと。 

△ 北朗ー 日 寒 霞渓に 至りお みやげに 紅葉の 枝 を もつ 

て 帰る、 それが 甚だ 汚ない 紅葉、 放 哉 未だ 寒 霞 渓を知 

らず、 其の 紅葉 を 活けて ながめて 居る こと。 

△ 北朗、 放 哉の 手の 黒い の を 見て (垢で) 如何に 女 

に 近づかぬ からと て アン マリ ひどい と 云 ふ、 処が放 哉 

茲三 ヶ月 間 一 度 も 風呂に はいった 事がない ので 当り前 

也、 洗へば 白くなる のは茲 だよ とて 大笑せ しこと。 

△ 北朗 来の 翌日より 井上 家から 毎日、 御馳走 を もつ 

て 来て 下さる、 (一 二君の ォッ 母さんと 云 ふ 人が 実に 

料理の 妙手で 専門家 正に はだし 也) 北朗は 勿論、 放 哉 
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